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2013年 8月 26～27日に，IEEE JC SAC主催の Student Branch Leadership Training Workshop 

(SBLW) 2013が東北大学川内北キャンパスにて開催され，国内 18の SBから 37名の学生代

表が参加した．  

 

SBLW2013プログラム 

26-Aug, 2013 

	
 13:00-13:30 参加受付 

	
 13:30-13:40 開会挨拶 

	
 13:40-14:30 IEEEについての説明 

	
 14:40-15:50 震録伝（震災の記録映像）の見学 

  SBの活動報告（ポスター発表形式） 

	
 15:50-16:00 休憩 

	
 16:00-17:20  ワークショップ 

	
 17:20-17:30 閉会挨拶 

	
 18:00-18:30 Lecture for Students and Young Professionals 

   Title: A 21st Century Engineer 

   Presenter: Gordon Day (IEEE past-President) 

	
 18:30-20:00 Welcome Reception 

 

27-Aug, 2013（R10 HTC programに参加） 

	
 9:00-9:45 Opening Session 

	
 10:00-11:30 Keynote Session  

	
 13:00-15:30 Affinity Group Session 

	
 15:30-16:30  Poster presentation about Branch Activity including HTC 

 

SBLW2013の概要： 

初日の 8月 26日は，JC SACの澤田 Chair（香川大）の司会進行により行われた．参加者

からの簡単な自己紹介の後，IEEEの仕組みや学生活動について，大阪 SBの尾上 Counselor



（現 R10 Treasurer）から説明があった．その中で， 各 SBの年間活動レポート（web形式）

の提出が徹底されていない事が問題として挙がった．レポート提出に関する情報を，Section

レベルで管轄の SBに周知する必要があるので，JC SACとして早急に対応策を検討するこ

とになった．また，今回の SBLW では，各 SB からの活動紹介は Poster 形式で行われた．

新たな試みとして，Humanitarian Technology (HT) に関連付け，それぞれの SBのメンバー

が取り組んでいる研究内容についても紹介があった．研究内容も含め，それぞれの SBの特

色が紹介された Poster形式の発表で，SBLW参加者からの投票の結果，理科大 SBが最優秀

ポスターに選ばれた． 

IEEE 前会長の Gordon Day 氏による講演会後の welcome reception では，R10 Student 

Congress（今年 7月に開催）の参加報告が，理科大 SBの倉田 Chairからあった．その中で，

HTに関する活動として，Special Interest Group on Humanitarian Technology (SIGHT)という

Affinity Groupがあり，既にインドでは多くの学生が SIGHT活動に参加し，Student Congress

でも取り上げられていたとの報告があった．  

2日目の 8月 27日は R10 HTCの sessionに参加し，午後の JC WIE主催の Affinity Group 

Sessionでは，R10 HT Activities Coordinatorの Deepak Mathur氏より R10で行われている HT

活動についての紹介があった．Affinity Group Session後の poster sessionでは，HTC参加者に

対し，初日と同様に SB活動について，ポスター発表を行った．  

 

 

	
  
SBLWの様子① 

 



 	
  
SBLWの様子② 

 

	
  
Day前会長による講演と集合写真 

 

	
  
Welcome Receptionでの R10 Student/GOLD/WIE Congress参加報告 

 

	
 HT活動や SIGHTに関しては，日本では馴染みの無い活動ではあるが，IEEEではインド

を中心とした R10や R9が活発に活動している．今後，SACとしても，HTに関わる SB活

動について，他の活動と同様に積極的に支援する必要がある． 

以上 


